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【学校教育目標】 

きれいな学校・調和のとれた人づくり 
○自ら学ぶ生徒（知性を磨く） 

○心豊かな生徒（感性を研く） 

○活動力のある生徒（体を鍛える） 

 

一人ひとりの成長が輝く秋を迎え 
校長 縫 正也 

 

 秋の深まりとともに、朝夕の冷え込みを感じる季節となりました。校庭の木々も少しずつ色づき始め、季節の移ろ

いを感じます。世間では紅葉シーズンですね。さて、学校では学習や学校行事を通して、生徒たちがそれぞれの目

標に向かって努力を重ねています。１０月は、そんな生徒たちの成長を強く感じる機会がたくさんありました。 

去る 10月１５日（木）、越谷サンシティにおいて合唱コンクールが開催されました。当日はどの学級も大変素晴

らしい発表を披露してくれました。美しい歌声はもちろんのこと、その歌声の向こう側に、一人一人の努力や学級とし

て積み重ねてきた時間を見ることができたように思います。 

合唱は、一人だけが頑張ってもよい発表にはなりません。仲間の声を聴き、 

自分の役割を果たしながら、心を一つにして初めて素晴らしいハーモニー 

が生まれます。練習期間中には、思うように歌えなかったり、意見がまとまら 

なかったりしたこともあったでしょう。それでも互いに励まし合い、ときには支 

え合いながら本番の日を迎えました。 

ステージ上で真剣な表情で歌う姿からは、どの学級も「よりよい合唱をつくりたい」という思いが伝わってきまし

た。そして何より、学級全体が一つになろうと努力した過程そのものに大きな価値があったと感じています。合唱を

通して得た仲間との絆や達成感は、これからの学校生活の大きな力になることでしょう。 

また現在 3年生は進路実現に向けて面接練習に取り組んでいます。私も面接官として生徒たちと向き合ってい

ますが、その姿からも日々の成長を感じています。 

初めの頃は、緊張のあまり声が小さくなってしまったり、質問に対してうまく答えられなかったりする生徒も少なく

ありませんでした。また、「やっぱ僕（私）は……」「自分は〇〇なので！」のように、普段の話し言葉が出てしまう場面

もあり、改めて丁寧な言葉遣いの大切さを学んでいるところです。 

しかし、そのような生徒たちも練習が進む中で少しずつ変化がみられます。相手の目を見て話そうとしたり、自分

の考えを整理して伝えようとしたりする姿が見られるようになってきました。練習の中で失敗しながらも、一歩ずつ前

進しようと努力する姿はとても頼もしく感じられます。 

私が面接練習を通してうれしく思うのは、上手に話せるようになることだけではありません。自分自身を見つめ、

自分の将来について真剣に考え、よりよい自分になろうと努力していることです。そのひたむきな姿は本当に輝いて

見えます。 

合唱コンクールに向けて仲間と力を合わせた経験も、進路実現に向けて努力を重ねる経験も、生徒たちの人生

において大切な財産になるはずです。これからも一人ひとりの挑戦と成長を大切にしながら、生徒たちを温かく見

守り、支えていきたいと思います。 

 

 

 

 


